
静和工業株式会社 佐野　浩三

１．はじめに

静岡県発注の平成２０年度(国)1号函南高架橋他伊豆縦貫自動車道関連受託工事

（下部工第8工区)において、当社が行った地盤改良による安全確保について紹介

します。

２．工事概要

工事名 平成20年度　(国)1号　函南高架橋他　伊豆縦貫自動車道関連受託工事
　(下部工第8工区)

工事箇所 静岡県　田方郡　函南町間宮　地内

主な工事内容

作業土工 1540ｍ3

施工機械の転倒災害防止対策の為の地盤改良について

　作業土工　　1540ｍ3

　回転圧入式鋼管杭基礎工　　φ1200㎜　　Ｌ＝41.5ｍ　　8本　Ｌ＝35.5ｍ　　8本

　ＲＣ張出し式橋脚工　　2基

場所打ち杭工　　φ1500㎜　　Ｌ＝39.0ｍ　　4本　Ｌ＝40.5ｍ　4本

ＲＣ逆Ｔ式橋台工　　2基

３．重機足場確保による地盤改良について

　１．現地盤支持力調査について。

　２．支持力の検討・改良範囲決定について。

　３．改良状況について。

　４．改良結果について

　５．まとめ



　１．現地盤支持力調査について。

基礎杭工施工に当り、施工機械の転倒災害を防止知る為に、現状地盤が安全な

耐久力を有しているかスウェーデン式サウンディング試験を実施しました。

（サウンディング試験状況）

（サウンディング試験結果）

試験結果から、現状地盤では基礎杭工施工機械に対する地盤の許容支持力を

満足する結果が得られなかった。



　２．支持力の検討・改良範囲決定について。

基礎杭工施工機械、ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝの支持力の検討を行う。



改良範囲の検討

上記結果により、改良範囲　２３７ｍ2、改良深さ　５１ｃｍで施工する事とした。



　３．改良状況について。

地盤改良は、セメント改良を行った。

材料検収（ジオセット２６３）

改良範囲ﾏｰｷﾝｸﾞ確認

改良材散布状況



敷き均し状況

撹拌状況

転圧状況



改良完了全景



　４．改良結果について

セメント改良完了後供試体を採取し、1軸圧縮試験をし支持力の確認を行った。

供試体採取



試験結果から、施工機械の必要支持力１２０ｋＮ/ｍ2に対して、1軸圧縮試験は

２０６ｋＮ/ｍ2の結果を得る事ができた。

これにより、基礎杭施工機械の支持力を得る事が出来、機械の転倒防止対策の

支持地盤を確保し施工することができた。

５．まとめ
今後、色々な工事事業に携わって行く上で、その現場環境に応じた工夫・対応を行い

工事としての目的を果たせるような施工をして行きたいと思います。


